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９月１８日、県町村議会議長会 市原重光

会長（睦沢町）が慰問のために訪れ、特に被

害の大きかった竜島・岩井袋地区の現状を

見て回った。 
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給食の無償化 小学校に続いて保育所も 

                              

   
今
定
例
会
に
は
、
議
員
発
議

案
１
件
と
町
提
出
９
議
案
、
報

告
３
件
が
上
程
さ
れ
た
。 

町
提
出
議
案
９
件
の
内
訳
は
、

条
例
の
制
定
１
件
と
一
部
改
正

３
件
、
契
約
関
係
１
件
、
補
正

予
算
２
件
と
決
算
認
定
２
件
。 

条
例
等
に
つ
い
て
は
、
第
２

日
目
の
４
日
、
全
員
賛
成
で
全

件
を
可
決
し
、
一
般
及
び
介
護

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

最
終
日
の
13
日
に
全
員
賛
成

で
両
案
を
可
決
し
た
。 

ま
た
30
年
度
の
普
通
及
び

企
業
会
計
決
算
認
定
は
、
今
会

期
内
の
審
査
は
無
理
と
判
断
、

本
年
11
月
末
ま
で
の
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
し
、
認
定
を
次

回
以
降
の
会
期
へ
先
送
り
し
た
。 

   

◆
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書 

町
は
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
に
よ
り
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
、
財
政
措
置
を

は
じ
め
多
方
面
で
優
遇
措
置
を

受
け
て
い
る
が
、
同
法
が
令
和

３
年
３
月
末
で
失
効
す
る
た
め
、

こ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
過
疎
法

の
制
定
を
関
係
省
庁
へ
要
望
す

る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決
。 

   

◆
鋸
南
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
に
係
る
利
用
者
負
担
額
に
関

す
る
条
例
の
制
定 

◆
鋸
南
町
保
育
所
の
設
置
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

本
年
10
月
１
日
か
ら
幼
児 

教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
実
施

す
る
こ
と
か
ら
従
来
の
保
育
料

を
利
用
者
負
担
額
と
し
て
規
定

し
よ
う
と
す
る
た
め
の
改
正
。 

           

◆
鋸
南
町
印
鑑
条
例
の 

一
部
改
正 

本
年
11
月
５
日
か
ら
住
民

票
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
へ
の

旧
氏
（
う
じ
）
の
記
載
が
可
能

と
な
る
た
め
改
正
。 

◆
鋸
南
町
都
市
交
流
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正 

道
の
駅
保
田
小
の
宿
泊
料
の

上
限
を
中
学
生
以
上
１
人
１
泊

４
０
０
０
円
を
４
４
０
０
円
に
、

同
じ
く
小
学
生
以
下
３
２
０
０

円
を
３
５
０
０
円
に
改
正
。 

   

◎
一
般
会
計
（
第
３
号
） 

歳
入
歳
出
と
も
８
５
９
３
万

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
40

億
２
９
７
２
万
７
千
円
と
し
た
。 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
育

所
児
童
の
給
食
費
無
償
化
に
１

７
４
万
３
千
円
、
財
政
調
整
基

金
へ
８
０
０
０
万
７
千
円
。 

 

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が

１
億
２
８
５
０
万
２
千
円
の
増
、

30
年
度
繰
越
金
５
９
９
９
万

７
千
円
の
増
な
ど
が
主
な
も
の
。 

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

歳
入
歳
出
と
も
５
７
１
０
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
13

億
６
２
１
万
５
千
円
と
し
た
。 

歳
出
と
し
て
は
、
給
付
費
の

確
定
に
よ
る
償
還
金
と
基
金
へ

の
積
立
金
が
主
な
も
の
。 

９
月
定
例
議
会
は
、
会
期
を
９
月
３
日
か
ら
13
日
ま
で
の
11
日
間
と
し
て
開
催
し
た
が
、
台
風

15
号
に
よ
り
議
場
も
被
災
し
た
こ
と
か
ら
、
本
会
議
最
終
日
は
、
会
場
を
３
階
大
会
議
室
に
変
更

し
、
審
議
を
行
い
閉
会
し
た
。
ま
た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
９
日
か
ら
13
日
に
変
更
し
て
開
催
。 

 

平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
今
会
期
内
の
審
査
は
無
理
と
し
て
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
を
決
定
、
認
定
は
次
回
以
降
の
会
期
へ
先
送
り
し
た
。 

一
般
質
問
で
は
、
笹
生
あ
す
か
、
大
塚
、
竹
田
、
小
藤
田
の
４
議
員
が
質
問
席
に
立
っ
た
。 

 

審
議
の
概
要 

４条例２補正予算など 最小限の議件を可決し 

 ９月１３日閉会 ９月定例会 
平成３０年度決算 閉会中の継続審査に 

議
員
発
議
案 

条
例
関
係 

補
正
予
算
関
係 

９月３日 

～  

９月１３日 



―３― 

 

町
議
会
で
は
、
台
風
15
号
に

よ
る
被
害
に
即
応
で
き
る
よ
う
、

10
月
11
日
、
急
遽
、
臨
時
議
会

を
開
催
し
、
被
害
対
策
関
連
の

一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処

分
の
承
認
と
、
一
般
会
計
及
び

水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
の

計
３
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
た
。 

専
決
処
分
を
承
認
し
た
の
は
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

で
、
災
害
廃
棄
物
処
理
委
託
と

し
て
４
億
１
５
８
７
万
８
千
円

を
は
じ
め
、
災
害
救
助
費
４
３

２
６
万
９
千
円
、
町
道
・
農
道
・

林
道
の
復
旧
に
係
る
調
査
・
測

量
・
設
計
委
託
等
２
２
９
０
万

７
千
円
、
学
校
及
び
公
共
施
設

修
繕
料
等
４
６
５
万
２
千
円
、

計
４
億
９
５
９
８
万
２
千
円
を

補
正
し
た
。 

ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）
で
は
、
半
壊
以
上

の
被
災
住
宅
に
対
す
る
応
急
修

理
費
２
億
２
６
１
０
万
円
、
庁

舎
南
側
事
務
所
と
旧
幼
稚
園
の

復
旧
、
旧
佐
久
間
小
校
舎
解
体

等
の
設
計
委
託
及
び
工
事
費
８

９
９
４
万
６
千
円
、
道
の
駅
保

田
小
直
売
所
復
旧
に
１
億
９
５

万
８
千
円
、
農
地
・
学
校
・
公

共
施
設
の
復
旧
に
６
１
５
９
万

円
な
ど
、
計
５
億
４
３
９
６
万

８
千
円
を
補
正
。
補
正
後
総
額

を
50
億
６
９
６
７
万
７
千
円

と
し
た
。 

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、
被
災
し
た
浄
水
場

の
建
物
・
機
器
・
フ
ェ
ン
ス
等

の
復
旧
費
、
加
圧
施
設
の
復
旧

費
な
ど
１
３
３
７
万
４
千
円
を

補
正
し
た
。 

                              

                              

                             

災
害
被
害
に
即
応 

３
補
正
予
算
を
可
決 

台風１５・１９号により被災された皆様へ 

 ９月９日の台風１５号及び１０月１２日の台風１９号により、被災された町民の皆様をはじめ、被害を受けた多

くの方々に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。 

鋸南町は、これまでも幾度となく災禍を受けて参りましたが、このように甚大な被害をもたらしたものは、私の

記憶にはございません。建物の損壊、停電、断水等の被害に対して、町は９日未明に災害対策本部を立ち上げ、東

京電力・ＮＴＴと協力をしながら、電力・電話の早急な復旧に努めましたが、役場庁舎自体も被害を受け、町独力

のみでは、いかんともし難く、皆様に長期にわたりご不便をおかけしたことは、議会といたしましても心苦しく、

遺憾に堪えない次第です。 

ただ、この緊急事態にあたり、思いもよらぬ多方面からの多大なご援助とご協力を頂けたことは、驚きとともに

感謝に余りあるものでした。国の関係各機関、特に災害派遣の自衛隊、そして消防、建設業協会の皆さんには、町

内全域で高齢者世帯、独居高齢者、障がい者等の要支援者の家屋のブルーシート張りにあたっていただきました。

相模原市、足立区、辰野町からは物資のみならず技術的・人的サポートをいただきました。さらに全国各地の方々

から、直接或いは郵送や宅配により多くの支援物資をお送りいただきました。 

そして災害ボランティアセンターを中心に、町内各所で復旧のために献身的に各種作業に当たっていただいたボ

ランティアの皆様方等、感謝申し上げたい方は枚挙にいとまがございません。このように実際に激甚災害に直面し、

改めて人の心の温かさ、結集した力の強さを実感した次第です。 

鋸南町議会９月定例会につきましては、必要最小限の議件を議決し閉会し、我々議員も微力ながら地元地域で、

あるいは町内各所で復旧のお手伝いをさせていただきました。しかしながら完全な復旧は、まだまだ先のことであ

ります。１０月１１日には、臨時会を開会し、今回の災害にかかる専決処分の承認、補正予算の議決を行いました。

鋸南町議会といたしましては、町と手を携え、一日も早い復興が果たせるよう努力して参りますので、町民、住民

の皆様には、今暫くのご辛抱とご協力をお願い致しまして、お見舞いとさせていただきます。 

鋸南町議会議長 青 木 悦 子 

 

臨
時
議
会
開
催 

１０月１１日 



－４－ 

竜島歩道橋 

愛らしいカモだが … 

                              

【
竜
島
歩
道
橋
改
修
に
つ
い
て
】 

問 
こ
の
歩
道
橋
の
場
所
は
、
通

行
人
に
と
っ
て
見
通
し
が
悪
く
、

死
亡
事
故
も
起
き
て
い
る
。
歩
道

橋
が
設
置
さ
れ
、
通
学
路
と
し
て

使
用
さ
れ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
の

事
故
は
起
き
て
い
な
い
。
し
か
し
、

多
く
の
年
数
が
経
過
し
、
塗
装
の

剥
落
、
鉄
部
分
の
腐
食
な
ど
が
あ

り
、
大
が
か
り
な
改
修
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で

町
は
、
管
理
の
た
め
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
。 

答 

こ
の
歩
道
橋
は
、
国
土
交
通

省
千
葉
国
道
事
務
所
に
よ
り
、
昭

和
46
年
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
後

47
年
間
管
理
さ
れ
て
き
た
歩
道

橋
で
す
。
大
き
な
補
修
と
し
て
は
、

設
置
後
28

年
経
過
し
た
平
成

12
年
度
に
塗
装
工
事
を
実
施
し
、

町
で
も
施
設
の
保
全
の
確
認
を

し
て
い
ま
す
。 

問 

担
当
課
の
早
い
対
応
で
６

月
18
日
、
千
葉
国
道
事
務
所
に

お
い
て
応
急
処
理
を
し
て
も
ら

い
、
通
路
も
歩
き
や
す
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
あ
と
50
年
持
た
せ
る

た
め
に
は
、
塗
装
な
ど
の
大
規
模

改
修
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

答 

昨
年
度
、
千
葉
国
道
事
務
所

で
は
、
施
設
の
全
体
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
基
本
的
に
歩
道
橋
は
、

補
修
を
し
て
使
っ
て
い
く
と
い

う
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。 

         

【
佐
久
間
川
中
流
域
に 

生
息
す
る
カ
モ
に
よ
る
菜
花
・
稲 

の
被
害
対
策
に
つ
い
て
】 

問 

学
校
橋
を
中
心
に
多
く
の

カ
モ
が
生
息
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
菜
花
や
稲
の
食
害
が

目
に
余
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

人
家
が
近
く
、
銃
に
よ
る
駆
除
が

で
き
ず
、
逆
に
エ
サ
を
与
え
る
者

が
い
る
と
の
話
も
聞
く
。
町
と
し

て
は
、
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。 

答 

現
在
、
カ
モ
の
被
害
の
確
認

が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
計
画
上

で
は
カ
モ
の
捕
獲
の
許
可
申
請

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
カ
モ
の
生
息

し
づ
ら
い
環
境
管
理
を
行
う
た

め
に
も
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

へ
土
砂
撤
去
の
要
望
を
し
ま
す
。

ま
た
、
カ
モ
へ
の
エ
サ
や
り
を
控

え
る
よ
う
、
周
知
看
板
の
設
置
に

つ
い
て
、
併
せ
て
協
議
し
ま
す
。 

問 

県
へ
の
陳
情
・
看
板
の
設
置

は
い
つ
頃
に
な
る
か
。 

答 

陳
情
は
９
月
か
ら
10
月
の

上
旬
に
、
看
板
は
早
い
段
階
で
協

議
を
行
い
ま
す
。 

要
望 

聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
県
下
の
カ
モ
に
よ
る
被
害
金

額
は
５
７
０
万
円
、
被
害
地
域
は

鋸
南
町
な
ど
４
市
町
村
に
な
る

の
で
、
早
め
に
情
報
収
集
を
し
て

対
策
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。 

 

 

問 

カ
モ
に
よ
る
菜
花
・
稲
の
食
害
対
策
は 

 

答 

県
へ
の
陳
情
、
看
板
の
設
置
を
検
討
し
ま
す 

小藤田 一幸 議員 

 



－５－ 

（
注
１
）
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
は
、
様
々
な
も
の
に
通
信
機

能
を
持
た
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た

り
、
相
互
に
通
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
認
識

や
自
動
制
御
、
遠
隔
計
測
な
ど
を
行
う
こ
と
。 

（
注
２
）
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
上
で
管
理
す
る
技
術
の
一
つ
で
、
互
い
に

共
有
し
、
検
証
し
合
い
な
が
ら
正
し
い
記
録
を

鎖
（
チ
ェ
ー
ン
）
の
よ
う
に
つ
な
い
で
蓄
積
す
る

仕
組
み
。 

（
注
３
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
諸
分
野
に
お
け
る
技

術
・
産
業
・
設
備
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
。 

                              

【
人
口
維
持
・
増
加
施
策
の 

継
続
に
つ
い
て
】 

問 
後
継
者
不
足
や
耕
地
の
荒

廃
が
顕
著
だ
。
こ
の
町
は
こ
の
先

本
当
に
や
っ
て
い
け
る
の
か
（
町

の
持
続
可
能
性
）、
気
が
か
り
だ
。

人
口
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
町
が
行
っ
て
き
た
各

施
策
（
都
市
交
流
施
設
、
結
婚
支

援
な
ど
）
を
継
続
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。 

答 

人
口
を
維
持
す
る
た
め
の

即
効
薬
は
な
い
が
、
今
後
も
こ
れ

ら
施
策
を
着
実
に
実
行
し
て
い

き
ま
す
。 

【
循
環
型
社
会
の
実
現
の
た
め 

の
林
業
再
生
に
つ
い
て
】 

問 

持
続
可
能
な
社
会
と
は
、
循

環
型
社
会
だ
。
森
林
か
ら
木
を
伐

り
出
し
（
林
業
再
生
）
、
そ
こ
か

ら
熱
や
電
力
を
取
り
出
し
、
町
民

が
こ
れ
を
消
費
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
だ
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

森
林
が
美
し
く
整
備
さ
れ
、
森
林

の
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
森

林
資
源
や
林
地
内
空
間
の
有
効

利
用
も
可
能
な
「
宝
の
山
」
と
な

る
。
そ
こ
で
、
①
施
業
意
欲
を
高

め
る
間
伐
材
買
取
り
制
度
、
②
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
町
内

建
設
、
③
大
型
林
業
機
械
に
よ
る

大
規
模
施
業
、
の
３
点
に
つ
い
て

の
町
の
考
え
は
。 

答 
循
環
型
社
会
の
形
成
は
必

要
不
可
欠
な
取
り
組
み
で
す
。
他

の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
て
、
県
や
森
林
組
合
と
も
協

議
し
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
林
業
振

興
施
策
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。 

【
労
働
生
産
性
を
飛
躍
的
に 

高
め
る
最
新
技
術
の 

応
用
に
つ
い
て
】 

問 

持
続
可
能
な
社
会
と
す
る

た
め
に
は
、
労
働
生
産
性
を
高
め

る
こ
と
も
重
要
だ
。
近
年
の
最
新

技
術
、
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
注
１
）、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

（
注
２
）
な
ど
は
、
労
働
生
産
性

を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
①

最
新
技
術
の
応
用
へ
の
取
り
組

み
状
況
、
②
大
学
や
企
業
と
の
連

携
、
③
今
後
の
計
画
、
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。 

答 

国
も
、
近
未
来
技
術
の
実
装

に
よ
る
新
し
い
地
方
創
生
を
目

指
し
て
お
り
、
本
町
で
も
有
害
獣

対
策
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
注
３
）
技
術
を

一
部
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
技
術
が
農
業
者
の
後
継
者

不
足
を
解
消
す
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
、
今
後
、
視
察
や
検
討

を
重
ね
、
導
入
方
法
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。 

  

 

問 

町
の
持
続
性
を
い
か
に
図
る
か 

 

答 

現
施
策
は
継
続
し
、
提
案
に
つ
い
て
は
研
究
・
検
討
を
行
う 

竹田 和明 議員 
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台風15号で倒れた役場親局 

                              

問 

公
共
建
築
物
、
町
内
ト
ン

ネ
ル
、
町
管
理
橋
梁
の
耐
震
化

の
目
標
達
成
状
況
は
、
ど
う
か
。 

答 

公
共
建
築
物
の
耐
震
化
率

は
、
80
％
で
未
実
施
の
も
の
は
、

施
策
方
針
と
財
政
状
況
も
考
慮

し
検
討
し
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
補

修
は
町
内
５
か
所
全
て
完
了
し
、

橋
梁
補
修
は
、
町
が
管
理
す
る

全
72
橋
の
う
ち
５
橋
が
完
了
、

今
年
度
３
橋
を
行
う
予
定
で
す
。 

問 

防
災
拠
点
（
役
場
）
の
代

替
施
設
を
設
定
し
、
防
災
機
能

整
備
に
努
め
る
と
あ
る
が
。 

答 

町
役
場
が
浸
水
し
た
場
合

を
想
定
し
、
防
災
計
画
で
は
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅

保
田
小
学
校
を
代
替
え
施
設
と

し
て
い
ま
す
。 

問 

県
管
理
の
佐
久
間
川
・
保

田
川
・
元
名
川
の
計
画
的
改
修

を
県
に
要
望
し
、
町
管
理
の
河

川
は
、
全
体
の
改
良
を
実
施
す

る
と
し
て
い
る
が
、
ど
う
か
。 

答 

県
管
理
河
川
は
、
台
風
等

に
よ
り
護
岸
が
損
壊
し
た
場
合
、

町
が
報
告
し
県
が
復
旧
し
ま
す
。

ま
た
、
氾
濫
防
止
の
目
的
で
、

河
床
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
陳
情

し
て
い
ま
す
。
小
磯
川
と
大
六

川
は
、
町
が
管
理
し
て
お
り
、

日
常
か
ら
各
河
川
の
点
検
を
行

い
、
河
川
機
能
保
全
に
努
め
て

い
ま
す
。 

問 

大
災
害
の
時
は
、
運
・
不

運
も
有
る
が
、
知
識
の
有
無
、

応
急
対
応
力
が
重
要
。
職
員
初

動
体
制
、
情
報
収
集
・
伝
達
・

共
有
体
制
の
強
化
を
図
る
と
あ

る
が
そ
の
実
施
状
況
は
、
ど
う

か
。
ま
た
、
町
内
全
域
が
、
停

電
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
場
合
、

役
場
の
非
常
電
源
で
、
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
及
び
防
災
行
政
無
線

へ
の
発
受
信
は
ど
う
か
。 

答 

避
難
所
開
設
の
職
員
体
制
、

火
災
時
体
制
、
参
集
基
準
を
見

直
し
、
通
信
災
害
対
策
本
部
の

設
置
・
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
、
強
化
に
努
め
、
防
災
研
修
、

講
習
に
は
、
積
極
的
に
参
加
し
、

危
機
管
理
の
対
応
能
力
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
職
員
の
町

内
居
住
率
は
84
％
と
高
く
昼
夜

問
わ
ず
、
参
集
可
能
で
地
域
の

防
災
力
の
長
所
で
す
。
サ
イ
レ

ン
や
防
災
放
送
は
役
場
親
局
、

鋸
山
中
継
局
、
屋
外
子
局
、
戸

別
受
信
機
で
構
成
を
さ
れ
、
各

局
は
蓄
電
池
を
備
え
、
容
量
は

親
子
局
で
約
72
時
間
、
中
継
局

は
約
48
時
間
の
稼
働
が
可
能
で

す
。
浸
水
が
な
け
れ
ば
サ
イ
レ

ン
や
放
送
は
可
能
で
、
戸
別
受

信
機
は
、
乾
電
池
で
も
受
信
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

問 

天
災
は
、
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
来
る
と
言
う
が
、
直
下
型

に
近
い
地
震
は
、
い
つ
来
る
と

想
定
し
て
、
訓
練
計
画
が
な
さ

れ
て
い
る
か
。 

答 

緊
急
対
策
推
進
基
本
計
画

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
規

模
の
南
関
東
地
域
直
下
地
震
が
、

今
後
30
年
間
に
70
％
ほ
ど
の

確
率
で
発
生
す
る
こ
と
を
想
定

し
た
対
応
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

問 

地
域
防
災
計
画
の
進
捗
状
況
は 

 

答 

自
助
・
共
助
・
公
助
を
踏
ま
え
、
減
災
の
考
え
方
を
基
本
に 

大塚 昇 議員 
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【
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の 

対
応
に
つ
い
て
】 

問 
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

事
故
が
増
え
て
い
る
。
高
齢
者
の

多
い
鋸
南
町
で
も
対
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。 

答 

高
齢
運
転
者
に
対
し
て
、
免

許
証
の
更
新
時
に
お
け
る
高
齢

者
講
習
の
受
講
、
臨
時
認
知
症
検

査
の
受
診
、
高
齢
者
の
交
通
安
全

教
室
や
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
推

進
し
、
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。 

問 

免
許
を
返
納
し
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か
。 

答 

免
許
返
納
後
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
、
循
環
バ
ス
の
回
数

乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。 

問 

タ
ク
シ
ー
券
の
支
援
も
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

答 

タ
ク
シ
ー
券
の
方
が
使
い

や
す
い
と
の
意
見
が
あ
れ
ば
、
い

ず
れ
か
を
選
択
し
て
も
ら
う
こ

と
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の 

環
境
問
題
に
つ
い
て
】 

問 

町
は
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

向
け
て
検
討
し
て
い
る
か
。 

答 

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
行
う

に
あ
た
り
、
生
活
の
中
に
存
在
す

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
徐
々
に
削

減
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
変

え
て
エ
コ
バ
ッ
グ
を
利
用
す
る
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
せ
ず
に

マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
う
な
ど
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
を
作
る
人
や
使

う
人
が
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

減
ら
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
町
民
か
ら

排
出
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

安
定
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ン

に
乗
せ
て
、
一
般
廃
棄
物
の
地
域

内
処
理
を
徹
底
し
、
自
己
の
施
設

に
お
い
て
適
正
に
処
理
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

問 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
海

洋
汚
染
へ
の
対
策
は
ど
う
か
。 

答 

５
３
０
運
動
に
加
え
、
近
隣

市
で
は
実
施
し
て
い
な
い
町
内

一
斉
清
掃
や
、
海
岸
及
び
河
川
の

清
掃
等
、
町
民
の
方
々
が
町
を
き

れ
い
に
し
た
い
と
い
っ
た
意
識

が
高
い
こ
と
に
加
え
、
ポ
イ
捨
て

行
為
禁
止
に
関
す
る
公
報
及
び

看
板
設
置
な
ど
の
啓
発
活
動
を

随
時
行
っ
て
お
り
、
近
隣
市
と
比

べ
て
も
海
洋
に
流
出
す
る
ご
み

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 

要
望 

答
弁
の
中
で
、「
極
力
使

い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を

使
用
し
な
い
、
製
造
し
な
い
、
代

替
え
素
材
に
置
き
換
え
る
と
い

っ
た
根
本
的
な
視
点
で
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
あ
っ

た
。
一
朝
一
夕
で
解
決
で
き
る
問

題
で
は
な
い
が
、
一
人
一
人
が
意

識
す
れ
ば
変
わ
る
の
で
は
な
い

か
。
今
後
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

を
含
め
た
、
ご
み
の
削
減
に
向
け
、

町
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。 

 

問 

脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
向
け
、
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は 

 

答 

町
全
体
と
し
て
問
題
意
識
を
高
め
、
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い 

笹生 あすか 議員 
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２．大塚 昇 議員 

・地域防災計画の進捗状況と 

現状について 

 

４．小藤田 一幸 議員 

・竜島歩道橋改修について 

・佐久間川中流域に生息するカモに 

よる菜花・稲の被害対策について 

 

４
議
員
が
町
政
を
問
う 

一般質問とは、議員が本会議場で町長・教育長に対し施政 
 

方針や事務の執行状況を聞き、疑問点をただすものです。 
 

紙面の都合上概要を掲載しています。 

１．笹生 あすか 議員 

・高齢ドライバーへの対応・対策について 

・プラスチックごみの環境問題について 

 

３．竹田 和明 議員 

・人口維持・増加施策の継続について 

・循環型社会に向けた林業再生について 

・労働生産性を高める最新技術の応用について 
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